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はじめに　
漢字で「三寶壟」または「三宝壟」と記されるジャワ島
北岸の港町スマランは、一五世紀初めに大航海を行った鄭和ゆかりの地である。市街地の西部には、鄭和分遣隊の王景宏が上陸して祭祀を行ったという伝説の洞窟があり、鄭和を祀る「三宝公」の廟として、崇められている。一八世紀以降、植民地都市として商業的な発展を遂げたスマラン
は、中部ジャワ最大の華人の集住地であり、市中心部にはプチナンと呼ばれるにぎやかな華人街や数多くの中国寺廟があり、過去の華人らの繁栄の様子が今も色濃く残されている。　
二〇世紀の世紀転換期、オランダ領東インドの華人たち
は自らの民族性を再認識し、植民地制度内の待遇改善に向けて声を上げ始めた。華人運動といわれるこの動きは、後に親オランダ、親中国、または現地住 の民族独立運動に
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共鳴するいくつかの流れへと志向性が分かれていったが、スマランではとりわけ、宗主国オランダの植民地制度を維持しつつ、自らの地位向上を目指す華人が多かった。その主張を代表する団体が一九二六年に設立された中華会（Chung H
w
a H
ui ）であり、親オランダ派の象徴的な存
在として、スマランを中心に活動が広がっ
た（１）
。
　
本論の目的は、このようなスマラン華人社会の志向性が
どのような社会経済的な構造から育まれたのか、その歴史的な背景を明らかにすることであ 。そのために、二〇世紀初頭に華人社会に大きな変化をもた した華人運動が、スマランの華人たちにとって、どのような意味を持っていたのかを、他都市との関係も踏まえて検討 。　
ジャワの華人運動についてはすでに、多くの研究がなさ
れてき 。 そこで強調されている は 華人社会のリーダーシップが、現地生まれのプラナカン（
Peranakan
）から
新来者のトトク（
Totok
）へ、福建人から客家・広東人へ
と移行し、オランダ領東イ ドの植民地政庁 取り込まれた現地生まれと、中国生まれのグループに華人社会が二極化し、同時に、現地住民と 関係も分断 た いう視点であ
る（２）
。これらは主に華人運動が最も早く展開したバタ
ヴィアを中心 した動きであり、 域ごと 社会の構造や経済情勢の相違を考慮したものでない。そこで、本論
では華人運動の展開や受け止め方は地域ごとに温度差があったのではないかとの前提に立ち、一都市の事例としてスマランの 社会を分析する。具体的には、華人運動を担った組織の役員構成や活動に焦点を当てて考察する。この過程を通じて、 新旧勢力の対立という側面だけでなく、地域性や経済的 要素を踏まえて、より重層的に理解することができるであろう。　
本論ではまず、二〇世紀初頭のスマランの華人社会を概
観した後に、従来の統治機構 ある公館（
K
on
g K
oan
） 、
新たに設立された中華会館（
Tiong H
oa H
w
e K
oan
）と中
華商会（
Tiong H
oa Siang H
w
ee ）（３）
の動向と、辛亥革命後
の情勢について、スマラン独自の特徴を他都市と比較しながら検討し、一九世紀から 有力者の指導力が温存された背景を明らか したい。一
　
スマランの華人社会
　
二〇世紀初頭のジャワの華人人口は約三〇万人と推定さ
れており、その多く バタヴィアやスラバヤ スマランなどの北海岸沿いの都市部に集中した。スマラン 事州の華人人口は一九〇五年時点で三万二八二二人と、 タヴィア理事州の九万二五二〇人に次ぐ規模であっ 。 かし人口
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増加率をみると、バタヴィアとスラバヤの華人人口が二〇世紀最初の五年間で 数千人規模で増加した に対して、スマランは約一〇〇人増と、ほぼ横ばいだっ 。一九〇〇年から一九三〇年までの三〇年間の推移をみても、スラバヤの華人人口は二倍以上に、またバタヴィア も一・七倍に増加したが、スマランは一・二四倍である。一八七〇年以降に民間投資が本格化すると、ジャワ島東部では農園事業などの大規模な開発が進み、 人口の流入が顕著だったが、スマランには新来者はそれほど増えていな
い（４）
。
　
日常使用言語別状況をみると、スマラン市を含む理事州
全体の外来東洋人（
Vreem
de oosterlingen
）（５）
は、マレー
語が六五％、ジャワ語が二〇％で 合わせて八五％に上り、中国語の使用者は一三％ すぎない。スマランでは華 が外来東洋人の九四％以上を占めることから、華人全体の傾向とほぼ一致するとみてよいだろう。これに対して、スラバヤでは中国 使用者が四六％、 マレー語 四三％であり、新来移民者流入の影響が大き
い（６）
。また出身地については、
スマランの華人は福建出身 七四 、広東出身者が五％、客家は二％にすぎない。他の主要都市に比べても現地生まれ、かつ福建を出自とする割合が高いという特徴があ
る（７）
。つまり、スマランの華人社会は、他都市に比べて
も流入者が少なく 中国語よりもジャワ語やマレー語 親
しみ、数代にわたって現地の慣習や言語を取り込んだ独自の文化を育んできたといえよう。　公館制度下の華人エリート層　
オランダ領東インドの華人社会は二〇世紀初頭まで、植
民地政庁により任命された華人官吏により間接的に統治された。バタヴィア、スラバヤ、スマランの三大都市では、華人官吏の最高職であるマヨールの下に、カピテン、ルイテナントから成る華人評議会（
Chineesche Raad ）が設け
られ、公館とも呼ばれた。華人官吏は、各種徴税請負のライセンスなどを取得した事業者や富裕者から任命されることが多く、富と名声を示す特権階級と て 華人社会の上層部に君臨し
た（８）
。アヘン専売事業の最盛期となった一九世
紀後半には、アヘン専売権の落札者が公館 役職に就き、華人社会の頂点に立つシステムが確立してい
た（９）
。
　
二〇世紀初頭の「ジャワの砂糖王」として知られる黄仲
涵（
O
ei Tiong H
am
）も、アヘン専売により資本を蓄え
た一人である。黄仲涵 父親の代にジャワに移住した現地生まれの二代目だが、一八八四年にスマランの名家である魏（
G
oei ）家の娘と結婚して翌年にルイテナントとなり、
一八九一年にはカピテン、一九〇一年には名誉マヨールへと順調に役歴を重ねて公館役員の階層に仲間入りを果 し
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た。アヘン事業に参入したのは一八八〇年代末のことで、前任者の破産を受けて、 スマランとスラカルタ、 ジョグジャカルタ、ケドゥ、スラバヤの専売権を獲得した。この専売事業により、一八九〇年から一九〇三年までに一八〇〇万ギルダーもの利益を得たといわれる。後にスラバヤのマヨールになる鄭徳源（
The Tik G
w
an
）の姉妹を二人目の
妻とし、東ジャワにまでネットワークを広げ
た
）（1
（
。
　
一九世紀までの華人社会は、各種の専売の利権者と公館
役員の一族が 事業や婚姻関係 重ね、マレー語で「上部の枝（チャバン・アタス
cabang atas ） 」と呼ばれるエリー
ト層を形成した。ルイテナントからカピテ へ、最終的にマヨールに昇進することが社会的、経済的な成功をもたらす重要なプロセスとなっていたのであ
る
）（（
（
。
公館の形骸化　
二〇世紀に入って早々に、スマランの公館では役員の大
幅な交代があった。それまでアヘン専売請負を担ってきたカピテンやマヨールらが相次ぎ辞任し、ルイテナントのメンバーも一新されたのであ
る
）（1
（
。この人事刷新の発端は
一九〇〇年に、四〇年以上にわたり公館の役員を務め マヨールの林隆興（
Liem
 Liong H
in
）が辞任に追い込まれ
たことであった。林隆興はグレシクのマヨールを父に持
ち、スマランのマヨールである馬森泉の娘と結婚した後、一八五八年からスマランのルイテナントとなり、その後もカピテンを経てマヨールへと公館エリートの階段を上ってき
た
）（1
（
。また、アヘン専売請負事業でも、一八八〇年代半ば
に破綻した何炎老に代わって、一八八七年からバンテンバタヴィア、カラワン、ランプンで三年間のアヘ 専売権を落札し、莫大な利益 上げている。しかし、一八九〇年代以降にアヘン専売の利益が落ち込み、さらに長年手がけていた森林伐採請負事業で大きな損失を出し、一 九六年に経営が破綻し
た
）（1
（
。
　
林隆興や何炎老の破綻にみられるように、アヘン専売請
負制度は一九世紀末に大きな転換を迫られた。一八八〇年代半ばの恐慌以降、アヘン販売の低迷に伴う歳入の減少と同時に、オランダ本国では倫理思想が広がり アヘンを扱う華人へ 批判が高まっていた。この対応策として、 植民地政庁はアヘ の製造と販売の官営化に踏み切り、一八九六年から段階的に専売請負制度を廃止し
た
）（1
（
。このこ
とにより 専売請負業者と華人官吏制度の両輪に支えられていた公館自体の存在意義が失われていったのであ
る
）（1
（
。
　
公館役員の刷新は、まさにこのタイミングで起きた。林
隆興が辞任した後の後任マヨール すぐには決まらず、一年以上も欠員の状態が続いた。次期マヨール人事への関心
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は、華人街だけでなく、ヨーロッパ人の間でも高まり、町では様々な噂が広がった。当時のカピテンは陳昆松（
Tan 
K
oen Siong ）と黄仲涵の二人で、両者のどちらかが昇格
するというのが大方の予想であった。年長で経験もある陳昆松を順当に昇進させるべき、または若いながらもすでにアヘン専売請負で実績を上げ、製糖業や貿易業を拡大している黄仲涵がふさわしいと主張する意見に割れてい
た
）（1
（
。
　
一九〇一年六月、約一年半の空白を経て新たなマヨール
が発表された。オランダ植民地政庁の決定は、黄仲涵がマヨールの段階を飛び越え、一気に名誉マヨールに就任するというものだった。同時に、年少の黄仲涵に先を越された陳昆松は、公館役員から退任 決まった。後任のカピテンには、黄仲涵 弟でルイテナントの黄仲鵬（
O
ei Tiong 
Bing ）が昇格し、新たに三人のルイテナントが就任し
た
）（1
（
。
そのうち一人のウイ・モウシン（
O
ei M
o Sing ）は数カ月
後にカピテンとなり、まだ若い黄仲鵬に代わって、公館の実務を担当し
た
）（1
（
。
　
こうして二〇世紀の幕開けとともに、スマランの公館役
員は一新されたが、この 事は華人社会に衝撃的に受け止められた。 黄仲涵 新たな役職 文字通りの名誉職でありスマラン公館にはマヨールの職位はもはや不要と判断された形となった めであ
る
）11
（
。一八二九年に初代マヨールとし
て陳長菁が就任してから約七〇年間、スマランはバタヴィアとスラバヤと並び、マヨールとカピテン、ルイテナントの三役職が揃う代表的な公館のひとつであった。最高職位であるマヨールの廃止は、ス ラン公館の地位後退を暗示するも であり、オランダ植民地政庁と華人の請負事業者や公館役員という既存 提携関係が消滅に向かう象徴的なできごとだったといえよう。　
一九〇四年にはもう一人の名誉マヨールだった馬森泉が
死去し、黄仲涵も就任から八年後の一九〇九年に同職を辞した。さらに一九一三年には兄の後任として名誉マヨールとなっていた 鵬と名誉ルイテナント 馬厥景（
Be 
K
w
at K
ing ）が揃って退任し
た
）1（
（
。二人の辞任により、華
人社会のリーダー的な存在であ 有力一族と公館のは途絶え、以降の運営は オランダ人との関係が近かったという理由でマヨールに選ばれた実業家 陳紹立（
Tan 
Siauw
 Lip ）が担うことになった
）11
（
。公館の機能はもはや植
民地政庁 の連絡係にすぎず、公館役員 しての経済的な特権も名誉職としての権威も失われた。
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二
　
華人運動と中華会館
スマラン中華会館の設立　
一九世紀末の各種専売制度の廃止は、公館エリート層の
経済的な基盤を揺るがしただけでなく、華人社会全体の活動にも影響が及び、従来からの華人に対する差別的な待遇が顕在化していった。この苦境に対して、華人の間では、植民地政庁への不満が高まりをみせた。同時に、中国大陸からの新来者の急増と清末の民族主義 影響を受けて、中国的な慣習を取り戻すことを模索する動きも広がっ
た
）11
（
。こ
うした機運 なかで一九〇〇年、バタヴィアで中華会館が誕生した。当初は儒教や中国式の儀礼の普及を目指す組織であったが、活動 中心は華人の子弟に対す 教育制度の整備へと向かい、翌年に初の中華学堂 バタヴィアのコタ地区で開校し 。以降、オランダ領東インドの各地で近代教育を行う中華会館や中華学堂 設立する動き 急速に広まっていっ
た
）11
（
。
　
スマランでは一九〇四年一月に中華会館が設立され、華
人居留地区内の中心地に中華学堂が開校した。当初 生徒数は五〇人ほどだった。 の総理に 元ルイテナントの何世徳（
H
o Sie Tik
） 、副総理には馬森泉の息子で名
誉ルイテナントの馬厥景（
Be K
w
at K
ing ）がそれぞれ就
任し
た
）11
（
。スマランの名士として知られた何家や馬家の一族
が重要なポジションを占めていたことになる（表１） 。　
実務面の運営は、 柯遠芳 （
K
w
a W
an H
ong ） と馬厥猷 （
Be 
K
w
at Yoe ）の二人が担当した。柯遠芳は開校の前年、学
校の規定や必要資金、教員の採用、生徒数などについてバタヴィア中華会館に書簡で助言を求め、手探りの状態から開校にこぎつけた立役者である。初代秘書を一九〇七年まで務め、その後も顧問として長期にわたって中華学堂 運営に携わっ
た
）11
（
。一方の馬厥猷は、中国語も堪能だったこと
から、一九〇三年に康有為 ジャワを訪問し 際の接待役を務めた。一九〇八年以降は副総理と り、中国から訪問した要人の通訳や接待を担当し
た
）11
（
。中国語を解さない者が
多いスマランの華人エリート層の で、中国語で直接会話ができる馬厥猷は 中国式の近代教育の推進を進める上で貴重な人材であり、対外的な交渉役として活躍した。　
馬厥猷は中国に生まれ、二〇歳の時にスマラン最大 富
裕一族であった馬家に養子として迎えられ、実業家と て知られた人物であ
る
）11
（
。養父の馬森泉が一九〇四年に死去し
た後に莫大な遺産を引き継ぎ、一九〇九年には中国書籍の販売や印刷を行う会社 設立 、中華学堂 使用する教科書の印刷や、革命派の華語紙『爪哇公報（
Jaw
a K
ong 
Po ） 』の発行にも乗り出し
た
）11
（
。また、福建に敷設される鉄
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道の株式の販売を斡旋し、 中国財界との橋渡し役となった。同時にスマランの大手華商の多くがかかわった砂糖取引も行っている。　
柯遠芳も、スマランの元公館役員の富裕層とは縁が深い
人物である。一八六一年にスマランで生まれ、学業も優秀だったという柯遠芳は一八九三年、当時のルイテナントで、中華会館の初代総理となった何世徳と共同で、スマランで初の製氷工場となるホーヒェ ワン・スマラン製氷所（Sem
arangsche Ijsfabriek H
o H
ien W
an
）を設立し
た
）11
（
。
さらに、黄仲涵とも姻戚関係にあ 魏一族とともに、中部ジャワで初の印刷所を経営し、一九一四年までにこれらを含めて七社の社長を務め 。 ずれもスマラン 富裕な人やオランダ人から出資を受けており、既存の富裕層からの信頼が厚かったことがわかる。一九一五年 オ ダに帰化手続きを取り、ヨーロッパ と同等の地位を取得した
）1（
（
。
　
スマラン中華会館の役員の顔ぶれをみる限り、公館の元
役員などの既存のオランダ植民地体制の中で地位を築いきた旧来の名士が名を飾り、中国と 交流や学校運 などの実務面を担当した役員らもこれら有力一族と関係の深実業家であった。バタヴィア中華会館も同様に、旧来の華人社会 指導者がリーダーシップを維持し 。それ もな
表１．スマラン中華会館役員
総理 副総理 秘書 財政 顧問
1904 何世徳 馬厥景 柯遠芳 鄭百鴻 魏嘉壽、林錦繍
1907 何世徳 魏嘉祥、陳文錦 林錦繍、藩俊発 葉瑞昌 柯遠芳、林振易
1908 鄭永昌 周炳喜、馬厥猷 鄭修立、林欽祥 黄亦住、黄蔵圭 柯遠芳、甘欽福
1911 周炳喜 馬厥猷、鄭百鴻 鄭修立、林欽祥 黄亦住
1913 林克念 馬厥猷、鄭百鴻 鄭修立、林欽祥 黄亦住
1915 鄭俊懐 馬厥猷 鄭修立、林欽祥 黄亦住
1919 鄭俊懐 魏永煌、鄭承祖 鄭修立、林欽祥 郭嘉祐 呉文瀾、林思恩
1920 顔鴻儀 鄭承祖、魏永椿 薛鋭求、林欽祥 郭嘉祐、尤水地 呉文瀾、林思恩
1925 魏永椿 鄭承祖、鄭曽烈 薛鋭求 尤水地 黄宗孝
1927 尤水地 鄭承祖、鄭曽烈 江金耀 魏永椿、張天想
1931 尤水地 林茂瑞 江金耀 張天想
1934 黄仲涵総公司 尤水地 張樹磚 張天想
100 tahun Sekolah Tiong Hoa Hwee Kwan Semarang 1904-2004, 2004, pp. A12-14, 
C7-8 より作成
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お広東・客家系の華人も役員に就任するなど多様性がみられ
た
）11
（
。それに比べてスマラン中華会館は、福建系のエリー
ト層を中心とした同質性がより強い組織だったといえよう。バタヴィアとの軋轢　
二〇世紀初頭に各地で相次ぎ設立された中華会館のなか
で、中心的な役割を果たしていたのは、最も早くに開校したバタヴィアの中華会館であった。各地の華人社会に対して、学校の開設や運営のノウハウを伝え、一部についてはバタヴィアの分局という形で支援した。これら分局は、同じくバタヴィア内のタナアバンのほか、ジャワ西部のバイテンゾルフやセラン、スマトラ島のパレンバン、カリマンタン島のバンジャルマシンなどに広がっ
た
）11
（
。スマラン中華
会館は分局には加わらなかったも の、前述 とおり 開設に当たっては柯遠芳を通じてバ ヴィア中華会館からの助言を受けている。　
各地で中華会館の開設が増えるに従い、学科や教育制度
の統一、中国からの教員の派遣などの学校運営上 課題が持ち上がり、植民地内の統一組織の必要性が認識され始めた
）11
（
。東ジャワのクディリとマラン、 スマランの中華会館は、
一九〇五年五月から六月にかけ 、相次ぎバタヴィア中華
会館に書簡を送り、各地の中華会館をまとめる機関の組織化と、教育の質統一に向けて、中国から学校監督官を招聘するようバタヴィアに訴えている。 クディリの中華会館は、バタヴィアに統一組織の長を求めたが、他の中華会館の合意を得ることはできなかっ
た
）11
（
。
　
翌一九〇六年三月に中国から両広総督の使節として劉士
驥がジャワの視察に訪れたことで、 計画は一気に前進した。劉士驥はジャワ各地の中華会館を訪問し、学校の運営や教育制度について助言を行い、五月にはバンドゥンに各地の中華会館の代表を集め、学校監督官と教師 中国から派遣することを約束した。監督官の給与四〇〇ギルダーは、中国から各地に派遣された教師の数に応じて、それぞれの中華会館が分担して負担する契約書も交わさ
た
）11
（
。
  これを受けて、中部ジャワにあるプマラン中華会館の陳景徐（
Tan K
eng D
jian
）が、学校監督官のための基金の
創設と、それまで個別に活動してい 各地 中華会館や中華学堂を統一する新たな組織の設立を提言した。こ 提案は、同年七月に各地から二〇の中華会館がスマランに集まった中華会館代表会議 協議され、中華総会（
Tiong 
H
w
a Tjong H
w
ee ）の設立が決まった。ここに、華人によ
る初の統一組織が誕生したのである。 総会 本部はスマランに置かれ、中国から派遣され 学校監督官 受け入
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れもスマラン中華会館が行うこととなっ
た
）11
（
。
　
中華総会の本部がスマランに決まった経緯は明らかでは
ない。しかし、それまで各地の中華会館から主導的存在と仰がれていたバタヴィア中華会館ではなく、スマランが主導権を握ったことは不自然に映る。実際に中華総会の設立以降、バタヴィアとスマランの間では幾度と 意見の相違が生じ、不協和音が鳴り始めた。　
両会館の間の最初の諍いは、中華総会の設立から数カ月
が経った一九〇六年一一月にジャワに着任した初代学校監督官の汪鳳翔の出迎えをめぐる行き違いであった。汪鳳翔はシンガポールからバタヴィアに到着後 即座 総会本部があるスマランに移動することになって た。 かし、実際に スマランに直行せず に留まっ これに対してスマラン中華会館が抗議し、バタヴィア中華会館に対して早急に汪鳳翔をスマランに送り届けるよう要求し
た
）11
（
。バタヴィア側は、電報の連絡ミスにより生じた不手
際だったとしてその場を収めている 、その経緯につ ては、バタヴィア中華会館 一九四〇年に発行した四〇周年記念誌に詳細に記録が残されており、スマラン中華会館との関係に禍根を残すできごとだったと推定され
る
）11
（
。
　
ところが、中華総会は設立からわずか一年後の一九〇七
年、ジャワ学務総会（
D
jaw
a H
ak Boe Tjong H
w
ee ）に名
称を変えた。その名が示すとおり、活動内容を教育分野に限定した新組織に趣旨を変えたのである。本部はバタヴィアとスラバヤ、スマランの三つの中華会館による三年毎の持ち回りとなり、初回はスラバヤが担当し
た
）11
（
。この早急な
名称変更 活動内容の転換の背景には、学校監督官として着任した汪鳳翔の地位と活動をオ ンダ植民地政庁が内政干渉に当たると抗議したことに対して、華人団体としての政治色を弱め、教育分野の活動を強調する意図 あったと思われる。植民地当局も一九〇七年 は華人 子弟向けにオランダ華人学校（
H
ollandsch Chineesche Scholen
）を
開校するなど、清朝との関係を深めるジャワの 社会に対して宥和的な姿勢 とり始めてい
た
）1（
（
。華人に対する差別
的待遇が緩和に向かったこ で、中国と 連携強化を図る中華総会の存在は、植民地内での地位をかえって脅かすと考えられたのであろう。こうした中国とオランダ植民地政庁との間で揺れ動くスマラン中華会館 姿勢は、中国から派遣された学校監督官への対応の変化という形で、再びバタヴィア に軋轢を生むこととなった。　
一九〇九年、前述の汪鳳翔はバタヴィア中華会館の分局
であるジャカルタ内の他の中華学堂や西ジャワのガルットとバンドゥン、ボゴールなどの生徒約三〇人を集めて卒業試験を実施し、合格者に修了証を授与した。これに対 て
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表２. スマラン中華商会役員
1907 1908 1909 1910 1911 1912 1913 1914 1915 1916
1917/
1918
1919/
1920
名誉会長 /
特別会長
鄭永昌
黄仲涵
鄭永昌
黄仲涵
黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵
（正）総理 /
正会長
鄭永昌 鄭永昌 鄭永昌 周炳喜 周炳喜 林克念 林克念 林克念 鄭俊懐 鄭俊懐 鄭俊懐 鄭俊懐
副総理 /
副会長
周炳喜 周炳喜 周炳喜 馬厥猷 鄭百鴻 鄭百鴻 鄭百鴻 周炳喜 鄭百鴻 鄭百鴻 黄亦住 黄亦住
協理 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷 鄭百鴻 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷 鄭百鴻
監査 甘欽福
財政 林満洲 林満洲 林満洲 林満洲 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧
文書 胡逢泰 郭允中 鄭修立 柯遠芳 柯遠芳 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷
注）名誉会長は 1917 年から特別会長に、総理は 1908 年から正総理に、1917 年から正会長に、
それぞれ名称が変更された。
Tiong Hwa Siang Hwee. Boekoe Peringetan 1907-1937, Tiong Hwa Siang Hwee 
Semarang, 1937 より作成
スマラン中華会館は、汪鳳翔の行為が権限を逸脱しているとして、バタヴィア中華会館に猛然と抗議を表明したのである。 バタヴィア中華会館は誤りを認めて謝罪したもの 、スマラン中華会館は汪鳳翔の解任を求め、解任に応じないバタヴィア中華会館への批判を強めた。こ スマランの強硬な姿勢に対して 、一九一〇年五月にスラ ヤで開かれたジャワ学務総会の会合への参加を拒否し、脱退を宣言し
た
）11
（
。
　
各地の中華会館からは、バタヴィア中華会館の脱退を引
き止める声が上がったが、その脱退に最も困惑したのは当のスマラン中華会館であった。数度にわたりスマランから使節を派遣して復帰の説得を繰り返 たものの、バタヴィア側の意思は変わ ことは く、脱退は決定的となった。そこで、スマラン中華会館 一九一一年、新組織 して学務総会（
H
ak Boe Tjong H
w
ee ）の設立に踏み切った。こ
の学務総 にはバタヴィアが参加しないまま、各地から九三の中華 館が参加し、本部は再び マランに置た
）11
（
。会長は、スマラン最大手の華人商社である建源商会支
配人の周炳喜（
Tjoe Ping H
ie ）が務め、副会長には馬厥
猷と柯遠芳が就任した。しかし、 その後の活動 振るわず一九二〇年には活動を停止してい
る
）11
（
。
　
結局のところ、ジャワ学務総会からバタヴィアが抜けた
ことで、中華総会の結成でまとまるかにみえた華人組織の統合の試みは、わずか四年で瓦解した。中華会館に始まったジャワの華人運動は、各地で民族的な覚醒を喚起したものの、オランダ領東インド全体を統合する団体の機能を持ち得ないまま、地域ごとの教育団体へと収斂していったのである。三
　
中華商会の活動
スマラン中華商会と役員構成　
中華会館と中華総会、ジャワ学務総会の活動を通じて、
ジャワの華人は清朝との関係を強めつつあった。同時に、清朝も在外華人の経済力 取り込みと、革命派への対抗のために、学校監督官や 官吏の相次ぐ派遣を通じて 在外の華人への接近を図った。その組織化 流れが、北京農工商部が進めた商業団体という形で結実し 中華商会ある。オランダ領東インドでは在ハーグの中国公使の呼びかけに応じ、一九〇六年にバタヴィア、翌一九〇七年にはスマランとスラバヤでそれぞれ設立された。スマラン中華商会には、在住者二二人と華人企 八社が発起人に名を連ね
た
）11
（
。
　
これらジャワの中華商会は、それぞれオランダ領東イン
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ドの法人格を取得したが、同時に清朝による公認の証となる公印の「関防」と、役員には清朝の官位が与えられ
た
）11
（
。
スマラン中華商会は、華商の抱える商業上の問題だけでなく、中国国籍取得のキャンペーンや華人へ 制限撤廃をオランダ植民地政庁に要請するなど、ジャワの華人が抱え植民地の政治問題にまでかかわり パスポート発行などの中国領事館としての機能も果たし
た
）11
（
。
　
スマラン中華商会の初代総理には実業家の長老格である
鄭永昌（
The Ing Tjiang ）が就任した（表２） 。副総理は、
筆頭発起人でもある周炳喜と馬厥猷 ある。歴代の役員名簿をみると、鄭永昌と周炳喜、馬厥猷 三人が正副総理を構成する体制が一九〇九年まで続き、そ 後、周炳喜が総理に昇格し、 の息子 ある鄭百鴻（
The Pik H
ong ）が
副総理となった。一九 二年には名誉総理職が設けられ、黄仲涵と鄭永昌の二人が就任している。鄭永昌は一九一四年に退任し、以降一九二二年ま 黄仲涵が最高幹部として商会を率い
た
）11
（
。
表２. スマラン中華商会役員
1907 1908 1909 1910 1911 1912 1913 1914 1915 1916
1917/
1918
1919/
1920
名誉会長 /
特別会長
鄭永昌
黄仲涵
鄭永昌
黄仲涵
黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵
（正）総理 /
正会長
鄭永昌 鄭永昌 鄭永昌 周炳喜 周炳喜 林克念 林克念 林克念 鄭俊懐 鄭俊懐 鄭俊懐 鄭俊懐
副総理 /
副会長
周炳喜 周炳喜 周炳喜 馬厥猷 鄭百鴻 鄭百鴻 鄭百鴻 周炳喜 鄭百鴻 鄭百鴻 黄亦住 黄亦住
協理 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷 鄭百鴻 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷 鄭百鴻
監査 甘欽福
財政 林満洲 林満洲 林満洲 林満洲 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧
文書 胡逢泰 郭允中 鄭修立 柯遠芳 柯遠芳 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷
注）名誉会長は 1917 年から特別会長に、総理は 1908 年から正総理に、1917 年から正会長に、
それぞれ名称が変更された。
Tiong Hwa Siang Hwee. Boekoe Peringetan 1907-1937, Tiong Hwa Siang Hwee 
Semarang, 1937 より作成
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つまり、スマラン中華商会の幹部は、黄仲涵と馬森泉、
鄭永昌に連なる富裕エリート層の一族や事業関係者が、創設から一九二〇年代初期まで影響力を行使し続けたことになる。幹部を福建系華人が占めているという点も特徴的である。バタヴィアでは指導部二八人のうち二〇人が新来者で、福建人八人、客家八人、広東人四人と人員枠が定められたのに対し
て
）11
（
、スマラン中華商会では有祥号や徳裕隆な
どの広東・客家系の一 事業者が発起人とし 参加したにすぎな
い
）11
（
。中国語の話者として運営の実務は、中華会館と
同様に馬厥猷や柯遠芳が担った。清朝との関係が強かった中華商会でも、スマランでは一九世紀から続くエリート層の一族が幹部となり、それを支える形で、中国語に堪能な新来の福建系華人が実務を担う構造であった。国籍問題とオランダへの帰化　
清朝が海外で組織化した中華商会は一九〇八年には一七
カ所に達したが、そのうちの一〇カ所がオランダ領東インドに集中した。これは、同地の華人が抱えていたオランダ植民地政庁への不満に対して、清朝 支援を求めたという事情を反映したものであった。オランダ領東インドの華人をめぐるオランダと清朝の間の争点は、国籍問題であ
る
）1（
（
。
オランダ植民地政府は、高まりをみせる 人運動の沈静化
を図るため、一九〇七年には一定の条件を満たした華人に対する帰化の門戸を広げ、さらに翌年に現地生まれの華人をオランダ臣民とする方針を打ち出した。現地生まれの華人をオランダ側に取り込み、中国生まれの新来者との間に楔を打ち込む施策であった。　
この動きに呼応し、 各地の中華商会は一九〇八年一二月、
スラバヤに結集して「国籍保存会」を開催し、清朝に対して華人保護のための領事館設置と、血統主義を原則とする国籍法の早期制定を求める運動を始 駐オランダ公使の陸徴祥を通じて、在住 華人に対して清国籍の登録を呼びかけるキャンペーンも行われ
た
）11
（
。スマラン中華商会も公
使から 依頼に応じ、華人人口や職業などの報告を行いジョグジャカルタや カルタ 含 た中部ジャワ一帯の華人情報を取りまとめてい
る
）11
（
。しかし、国籍取得の確約に
成功したのはバタヴィアの商会だけであっ
た
）11
（
。
　
スマランで清国籍取得のキャンペーンが不発に終わった
ことは、現地生まれが多い同地 にとって、清国籍がそれほど魅力のあるものではなかったことを意味する。また、オランダ臣民籍は、国際法上のオラ ダへの帰属 明確にするだけのもので り、オランダ市民としての政治的権利からは排除されていた。 彼らが望んでい ものは ヨーロッパ人と同等の地位であった。
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華人に対してヨーロッパ人と同等の地位を得る方法とし
ては実のところ、オランダ臣民権法の成立前の一九〇七年に、オランダへの帰化手続きという方 が開かれていた。ただし、その条件は、オランダ語の知識や一定額の財産所有、兵役義務、相続財産の均等な配分などの一般の華人にとっては厳 いも であり ごく一部の者に限定された制度だっ
た
）11
（
。実際にヨーロッパ人と同等の地位を得た華人
は、一九二〇年の人口統計によればジャワ全体でもわずか二三五人にすぎな
い
）11
（
。
　
しかし、注目すべきことは、帰化者の地域的な偏りであ
る。二三五人のうちの約半数に当たる一二一人がスマランに集中し、その他にはジョグジャカルタ（六五人）とスラカルタ（一三人） レンバン（一〇人）と中部ジャワ地域に偏重している。これに対して、 バタヴィアとスラバヤは、わずか三人と四人であり、華人人口の規模からみても、スマランの相対的な多さが目立つ。これら帰化者は植民地政庁の広報紙である『ジャワ官報（
D
e Javasche C
ourant ） 』
に公示され、そこにはスマラン中華会館の役員の柯遠芳や何世徳の名も掲載された。そのほか、一九 五年に中華商会総理となった鄭俊懐（
The Tjoen H
w
ay ）や、役員の林
満州（
Liem
 Bw
an Tjioe ） 、魏嘉和（
G
oei K
eh H
o ）など
の有力者とその家族らが一九一〇年代以降に次々とオラン
ダ籍を取得し
た
）11
（
。中華会館や中華商会を率いたスマランの
エリート層は、帰化の条件とされたオランダ語やオランダの文化に親和性があり、ヨーロッパ人の地位を得る資力を備えた富裕層という特徴を維持していたのである。中華商会の活動　
スマラン中華商会では、実際にどのような活動が行われ
ていたのだろうか。 中華商会の議事録を元に編纂された 『スマラン中華商会三〇周年紀念誌（以下 三〇周年紀念誌） 』からは、複数 機能を有していたことがわか
る
）11
（
。まず挙げ
られるのは、 （一）中国と 連携 関する活動である。前述の国籍問題などでも明らかなように、在住華人と清朝、中華民国との直接的な接触の場となり、中国側との連携はオランダ植民地政庁に対する強力な圧力となった。次に（二）商業会議所としての機能である。商業従事者が多数を占める華人社会を反映し 、ヨーロッパ人 商業会議所に倣って華人の利益を取りまとめる団体 組織化が設立の目的であった。さらに、 （三）華人社会 問題や福祉について協議し、対応する社会組織としての役割も担った。（一）中国との連携　
清朝からの高官や使節の派遣や中国各地の商会との交流
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は、一九〇七年の設立直後から始まった。同年五月には、在住華人の商業活動と教育を調査する目的で、商務南洋招商委員会のリム・キンシアン（
Liem
 K
ing Siang ）がスマ
ランを訪れ、中国製品のジャワへの輸入や華人子弟の中国留学について馬厥猷 邸宅で協議を行っ
た
）11
（
。一一月には、
上海の商務総会から商会代表者会 への招聘を受け、代表者の派遣が検討された。スマランからは、開催時期が迫ていたことと旅費負担の問題から派遣は叶わなかったが、建源商会 上海支店長であった楊松如（
N
joo Siong D
joe ）
が代理で参加し
た
）11
（
。オランダ領東インドから参加した商会
はスマランとジョグジャカルタのみであっ
た
）1（
（
。
　
さらに一九〇七年一二月に欽差大臣楊士奇が海軍戦艦二
隻を従えオランダ領東インド各地を訪問し 際は、一行を迎え入れて盛大な歓迎会を開催し、楊士奇は商会総理の鄭永昌の邸宅に宿泊した。この訪問で、一般華人の中国に対する期待は大きく高揚し、遠方からも多くの華人が戦艦を一目見ようとスマランを訪れ、見学 ために特別ボートが用意され ほどだっ
た
）11
（
。こうした熱烈な歓待は、植民地政
府への不満が募る中で、中国という新たな後ろ盾 出現したことに対する喜びと、中国への期待の表れと捉えられよう。　
中華商会の名義的な目的は中国との通商にあり、北京の
商業省や中国各地の商会を通じて展示会や見本品の送付などを通じた協力関係の構築が試みられ
た
）11
（
。しかし、中国で
勃興しつつあった綿製品 輸入に関し は、大きな進展はみられなかった。当時の高級綿製品はヨーロッパからの輸入が大半を占め、現地住民の需要の増加に対しては安価な日本製が流入していた め、サイズの異なる中国製の普及は難しかったようであ
る
）11
（
。商業上の成果としては、
一九一四年にスマランで開催され 植民 博覧 があ 。スマラン中華商会は、北京政府の要請に応じて中国のパビリオンの設営を支援し、出展者を招
た
）11
（
。
　
一九一〇年代半ば以降になると、中国とスマランの通商
上の交流は、 『三〇周 紀念誌』から記録が減り、代わって中国に対する資金的な支援の報告が増える。中国での鉄道や銀行などの各種事業 株式や公債の発行に際しては、中華商会が募集の窓口となり、会員に購入を呼び掛け 資金を集めた。一九〇九年には、バタヴィアやスラバヤの中華商会と共同で、清朝海軍の増強を支援する基金に寄付行った。また、駐オランダ公使館参賛 王広圻の呼びかけで、航業銀行の株式募集を行い、鄭永昌や周炳喜、馬厥猷ら二二人が出資に応じ
た
）11
（
。その後、中国でのマッチ工場や
廈門での鉄道敷設、銀行創業のため 株式募集のとりまとめ、洪水などの災害時の寄付募集や送金も中華商会を通じ
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て行われ
た
）11
（
。
　
なお、日中関係の悪化により繰り返し発生した日貨排斥
運動に関しては、スマラン中華商会は表面上、 「政治問題には干渉しない」姿勢を貫いた。一九一五年には日本の二一カ条要求に反発して各地で祖国支援のための義援金運動「愛国捐」が沸き起こり、スマラン中華商会にも即座に二万六〇〇〇ギルダーが集まった。しかし、事態の鎮静化を見計らって、二カ月後には集めた義援金をスマラン中華会館への寄付に充ててい
る
）11
（
。
（二）商業会議所としての機能　
商業活動の側面では、中国との関係よりもむしろ、植民
地政庁やヨーロッパ系の商社に対して華人の利益を主張する活動が活発に行われていた。中華商会の幹部や会員の多くが、砂糖や米の貿易や小売業に従事していたことから、これら分野での 動 集中的に取り組んでいた様子がみれる。　
まず設立直後には、スマランの華人小売商が数多く入
居していたジョハール市場の整備に対し、中華 会とて植民地政庁に正式に意見の申し入れを行った。また、一九〇八年に起きたオランダ系商社 アムステルダム商業連合（
H
andelsvereeniging “Am
sterdam
” ）に対するボイ
コット運動は、中華商会が主導し、交渉の窓口となっ
た
）11
（
。
特に中華商会が華人の利益団体と て強硬な姿勢で臨んだのが、一九一七年に砂糖の在庫 大量に発生した「砂糖危機」時におけるオランダ金融機関や製糖工場との交渉である
）11
（
。さらに、華商による砂糖の協同購入連合の組織化や華
人による保険会社の設立が計画され、商会役員の大手華商らが三〇〇万ギルダーの出資を表明し
た
）1（
（
。
　
スマラン中華商会は、華人の経済的利益を主張する場で
あると同時に、 現地経済の危機時には植民地政庁に協力し、混乱の収拾にも尽力した。例えば、第一次世界大戦中 ギルダー紙幣の信用が低下し、大量の金銀貨が引き出された際には、中華商会が率先して紙幣の使用を呼びかけ 手華商自らが保有銀貨をジャワ銀行に預金して紙幣 受け、ギルダー紙幣 信用回復 協力し
た
）11
（
。また、一九一九
年のコメ価格の高騰時には、理事州政府は各界の代表とヨーロッパの農業企業団体やジャワ人による民族主義団体ブディ・ウトモなどと共に、スマラン中華商会と建源商会の代表者を召集し、販売の統制や密輸送の禁止、販売価格の制限などを通達した。数日後 は中華商会で再び集会が開かれ、コメの上限価格 制定や 華商の倉庫にあ 在庫の販売統 を提案し、価格の安定 尽力し
た
）11
（
。
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（三）社会組織としての役割　
スマラン中華商会は、広く華人社会全般の問題解決にも
対処している。設立直後に、植民地政庁が計画した華人の貧困者向け住宅の立ち退きと養老院の取り壊しに対 て、公館と中華会館と共に請願組織を結成し、理事州知事に取り壊しの再考を求めた。同時に、政庁が閉鎖を決めた場合には困窮する華人に対して商会が財政的な支援を行うことを決議し
た
）11
（
。またスマランやその周辺地域で発生したペス
トやコレラなどの疫病、洪水や火山噴火などの災害では、その都度会員からの寄付を募り、支援活動を行っている。　
上記のような社会貢献活動は、公館や中華会館と共同で
行うことが多かったが、資金面では中華商会への依存が常態化していた。中華会館が運営する中華学堂は財政 苦しく、一九〇八年には学校の土地や建物 中華商会に譲渡して資金を調達している。中華商会も中華学堂の財政健全化のために 塩魚や新聞紙、茶、マッチ、砂糖などの特定商品の取引額の一定割合を徴収し、資金的な支援を続け
た
）11
（
。
　
植民地政庁側も、華人社会における中華商会のこうした
統率力を認め、一九 四年には公館の廃止を決定 た。しかし、中華商会側は公館の廃止に強く反対し、理事州知事に陳情団を派遣して見直し 求め
る
）11
（
。スマラン中華商
会にとっては、公館を通じた植民地政庁 つながり ま
だ重要であった。公館はこの陳情を受けて存続が決まり、最終的な廃止は一九三一年まで見送られた。四
　
有力者による勢力の維持
辛亥革命後のスマラン　
一九一一年の辛亥革命による中華民国の成立は、スマラ
ンの華人たちにも大きな熱狂をもたらした。若者の多くは、辮髪を切り落とし、革命後は結婚式の衣装が満族風からヨーロッパ風のドレスに変化したとい
う
）11
（
。しかし、オラ
ンダ植民地政庁は中華民国を正式に認めず、五色の中華民国旗の掲揚を禁じたために、一九一二年の春節を前に華人の間では苛立ちが高まってい
た
）11
（
。
　
バタヴィアとスラバヤでは中華民国旗の掲揚禁止がきっ
かけとなり、華人社会に内在し た対立が騒乱へと発展した。公館や中華会館の福建系 主導者層 対して、広東・客家系華人が不満を爆発させたのであ
る
）11
（
。バタヴィア
とスラバヤで相次ぎ騒乱が起きたことで、植民地政庁は一九一二年二月末、ようやく中華 国旗 掲揚解禁に踏み切った。　
一方、スマラン中華商会では、各地の華人団体を集めて
中華民国の成立を祝う祝賀会を企画した。同年四月六日か
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ら三日間にわたって催された祝賀行事には、二万ギルダーの費用が費やされたが、 各方面からの寄付が即座に集まり、路地の入り口や住宅は美しく飾られた。この祝賀ムードの中で、実行委員会はオランダ植民地政庁への配慮から、五色旗とともにオランダ国旗の三色の旗も掲揚するように指示を出している。それでも中華民国旗は飛ぶように売れ、スマランだけでなくジョグジャカルタやソロでも旗を作るための布地は売り切れが続い
た
）11
（
。
　
これらの反応からも明らかなように、バタヴィアとスラ
バヤでは辛亥革命をきっかけ 、オランダ植民地政庁と親密な関係にあった福建系の公館役員への不満が爆発た。一方、スマランでは、目立った対立はほとんど発生ていない。その背景には、公館の機能が一九〇〇年代に形骸化し 後も、新たな指導組織とな た中華会館や中華商会に旧エリート層の求心力がそのまま維持さ ていたことが挙げられよう 確かに、中華商会の幹部には、馬厥猷一九一七年から副総理となっ 黄亦住（
O
ei Ik Tjoe ）な
ど中国生まれの新来者が重要な地位に就き、表舞台に登場した。だが、馬厥猷はすでに述べたよう 、スマラン最大の資産家である馬一族の一員 ある。黄亦住も、大手資産家の魏嘉壽（
G
oei K
eh Sioe ）から支援を受けて、事業
を拡大してきた華商であっ
た
）1（
（
。つまり両者はともに既存の
華人社会の中で育まれた新たなリーダーであり、スマランの華人社会はこうした中国生まれの新来者を取り込みながら、旧来のエリート層がリーダーシップを保ち続けていたのである。黄仲涵による掌握　
スマランの華人社会が従来のヒエラルキーを維持してい
た要因として、 黄仲涵の影響力を無視することはできない。黄仲涵自身は一九〇〇年代以降に公館の活動から徐々に退く一方で、一九〇七年頃からは次第に中華会館や 華商会への関与を強めていった。建源商会 支配人だった周炳喜を一九〇七年に中華会館の副総理に就任さ
せ
）11
（
、一九〇八年
以降は巨額の寄付金を中華学堂 拠出し、さらに影響力を強めた。辛亥革命後 は中華商会 副総理職から周炳喜が辞任し、 代わって黄仲涵自らが名誉会長に就任し
た
）11
（
。また、
バタヴィアとスラバヤでも、 建源商会の支店長であるタン・キムサイ（
Tan K
im
 Say ）と李双輝（
Lie Siong H
w
ie ）が、
それぞれ中華商会の総経理とな
り
）11
（
、三大都市すべてを自ら
の影響下に置いた。すでに述べたとおり 建源商会 役員は書報社の会長にも就いており、清朝と革命派双方 支持組織に目配りをして ことになる。　
スマランの華人社会の中でも、黄仲涵に対する支持は絶
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大だった。一九〇九年に黄仲涵が公館の名誉マヨールからの辞任を決めた際に、中華商会は強い危機感を示し、鄭永昌と柯遠芳が黄仲涵の邸宅を直接訪問して復帰を求めた。しかし、本人は植民地の事案に関わる余裕はないとして要請を断ってい
る
）11
（
。また、一九一七年の中華商会役員選挙
でも黄仲涵が最多の票を得たが、就任 辞退したために、次点の鄭俊懐が総理に選出され 。その後、一九一九／一九二〇年に再び名誉総理に復帰したが これは一九一七年の砂糖危機により、鄭永昌をはじ 多くの有力 が破綻し、スマラン華商界 大混乱に陥 めであろ
う
）11
（
。公
館の職を辞した後は、華人運動で盛り上がりをみせた会館や中華商会への関与を強め、スマラン華人社会からの支持を伴いながら影響力を及ぼ 続けたのであるおわりに　
二〇世紀転換期の華人運動の勃興とともに、ジャワの諸
都市で公館の機能が形骸化するなか、スマランの華人社会は公館エリート層の優位性を継続 たまま、中 会館 中華商会へとスムーズに主導力 移行させてき 。この背景には、公館時代から有力者一族が中国生まれの新来者を取り込みながら影響力を残し、さらに黄仲涵という突出した
経済力と統率力を持つリーダーの存在があった。　
当初バタヴィアを中心に展開された中華会館の動きは、
植民地全体に広がりをみせたものの、全植民地を網羅する統一組織の結成には向けては足並みが揃わなかった。華人の新たな運動に対して、地域それぞれに温度差があったためである。ジャワ学務総会という華人による初の統一組織はわずか数年で破綻したが、これは中国やオランダ植民地政庁への距離感の違いから、バタヴィアとスマランの中華会館の間に軋轢が生じたためだった。政治的問題よりも教育を前面に打ち出したスマラン華人社 では、国籍問題への対応にもみられるように、中国への志向性がそれほど強くはなかったといえる。　
この現象は、中国とのつながりのより強固だった中華商
会の活動にもみられた。中華会館とほぼ同じ役員構成なったスマラン中華商会は、中国と通商関係を強化しつつも、現地社会が直面する諸問題 対応が活動の中心となった。中華商会を通じた中国との関係強化はむしろ、オランダ植民地体制下へ 牽制として機能したのである。一九一一年の辛亥革命後にも華人社 での内部 立ランでほとんど生じなかったことは、 オランダ植民地政庁とのバランスを取りながら、地位の改善を図 姿勢のあらわれ あろう。
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こうしたスマランの華人運動に強い影響力を及ぼしてい
たのが、一八八〇年代からアヘン専売事業で経済力をつけてきた黄仲涵であった。黄は力を失いつつあった公館からは徐々に身を引きながらも、一九〇七年頃からは新たな華人組織への関与を強めていった。事業関係者をバタヴィアやスラバヤなど 中華商会や書報社の幹部に配下し、ジャワ都市部における清朝と革命派双方の支持組織に影響を及ぼした。このように、黄仲涵を頂点に、一九世紀から続く福建系の富裕層が華人組織への支配力を維持したことで、スマランでは既存 指導者層に対抗する新たな勢力が出現する余地はほとんどなかった。 中国語 話す新来者 ちも、これら有力者の庇護の下で事業を拡大し 新たな華人組織の実務面を担った。こうして、 運動を担ったスマランの中華会館や中華商会は、オランダに圧力をかける めの組織として機能し、大きな内部対立を抱え ことなく、旧来の有力者たちの指導 が華人社会のなかでも維持されたのであった。
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The Chinese Nationalism Movement in Semarang, New Organiza-
tions, and Their Leaders
KUDO, Yuko
This paper aims to reinterpret the Chinese nationalism movement 
in Java at the beginning of the 20th century from a local perspective 
based on regional characteristics and socioeconomic factors. Focused on 
Semarang in Central Java, a port city with the third largest Chinese 
population in the region, the study demonstrates its differences from 
other cities, such as Batavia and Surabaya, and clarifies what the 
movement means for Chinese people in Semarang by exploring three 
organizations and their leaders.
Chinese people in the Netherlands Indies began to search for their 
identity and became proponents of the nationalism movement to improve 
their own status in the colonial system. Chinese people in Semarang 
also followed the movement and founded the association Tiong Hoa Hwe 
Koan (THHK) in 1904 and a Chinese chamber of commerce named 
Tiong Hoa Siang Hwee (Siang Hwee) in 1907. An examination of the 
executive members of these organizations reveals that most of them 
were officers or relatives of Kong Koan, the existing Chinese council 
under the colonial system. This indicates that after Kong Koan lost 
his leadership in the community, officers transferred their power from 
governmental leadership to being founders and executives of new 
organizations. The wealthiest officer, Oei Tiong Ham, who is often called 
a Sugar King in Java, reigned over the community, and newcomers 
from China who could speak Chinese operated the new organizations 
under the guidance of existing elites. Newcomers usually had business 
relationships with officers. This dynamic significantly differed from 
the situation in Batavia and Surabaya, where conflict between the local 
bone Chinese and newcomers caused an uproar—internal conflict rarely 
occurred in Semarang. 
New organizations that promoted the Chinese nationalism 
movement in Semarang does not cooperate with China, but puts 
pressure on the Dutch colonial policy. This particular dynamic is 
sustainable because the existing power of the elite from the 19th 
century was maintained in this Chinese community without serious 
internal conflict.
